
部活動地域展開
こどもたちの豊かな学びと活動の機会を、地域全体で支えるために
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持続可能なスポーツ・文化芸術活動の実現を目指し、部活動の地域展開を進めるにあたり、部活動地域展開通信
「CHALLENGE」を発行しています。 誰も経験したことのない部活動の地域展開を市民のみなさんと共に作り
上げていきたいと思っていますので、ご一読いただければと幸いです。

地域展開HP

Topic1 学校部活動の地域展開に係る宗谷管内フォーラムを開催
1月28日（水）に宗谷教育局との共催で、岐阜県白川町「一般社団法人スポーツリンク白川」のクラブマネー
ジャー渡辺さんを講師に招き、「部活動の地域展開が目指す姿」をテーマに講演会を開催しました。

スポーツリンク白川の仕組み

運営母体

一般社団法人スポーツリンク白川

実施主体

野球部保護者会 女子バレー保護者会

剣道部保護者会 バスケット部保護者会

吹奏楽部保護者会 ソフトテニス部保護者会

校長

部活動顧問 地域指導者

白川町行政 ★保護者が主体となって推進！

◇クラブの創設及び運営

◇指導者の確保

◇活動の見守り当番・鍵の管理

◇子どもの送迎 など

★スポーツリンク白川はサポート！

◇行政や関係団体との連携・調整

◇ケガ・事故・物品破損の対応

◇広報・宣伝・イベント企画

◇予算管理 など

白川町では、子どもたちの要望や活動の場を作るため、保護者が【クラブの創設・運営】【指導者の確保】【当番
制での見守り】などの活動の主体を担っており、スポーツリンク白川が【創設に向けた助言】【活動場所の調整】
【関係団体等との連絡・調整】などの支援を実施していました。

一般社団法人スポーツリンク白川

クラブマネージャー

渡辺 靖代 氏

講演では、国における部活動改革の動向や、少子化の進行、教
員の働き方改革といった背景を踏まえ、なぜ今、地域全体で子ど
もたちのスポーツ・文化活動を支える仕組みづくりが求められて
いるのかについて、分かりやすく説明いただきました。

また、白川町における具体的な取組として、地域クラブの立ち
上げや運営体制、関係団体との連携のあり方、活動の工夫など、
実践に基づく事例が紹介されました。地域の実情に応じた取組方
法や、子どもたちの活動機会を確保するための工夫など、大変参
考となる内容でした。

本市においても、学校・地域・関係団体が連携しながら、子ど
もたちにとって望ましい活動環境の整備に向けた取組を進めてい
きます。今後も地域展開に関する情報を発信してまいりますので、
引き続きご理解とご協力をお願いいたします。
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Topic2 保護者説明会を開催
１月下旬に、本市としての方針や実施スケジュールなどの説明会を実施しました。

稚内市が目指す姿（基本方針）※抜粋

○子どもの「やってみたい」に応えられる環境づくり
・子どもが主体的に多様なスポーツ・文化芸術活動を選択できる環境づくりを推進します。

○「学校」「家庭」「地域」で支える持続可能な仕組みづくり
・学校や保護者、地域団体など、一方に過度な負担が掛からない仕組みを構築します。

懸念課題 教育委員会の対応方針（検討方向）

費用負担 受益者負担を原則としつつ、負担軽減策や経済的に困窮する家庭への支援策を検討。

移動手段 保護者送迎を原則とするが、移動負担軽減のための具体的な支援策を検討。

安全確保 生徒及び指導者の保険加入を徹底。指導者への研修受講の義務化などを含めた体制整備。

活動場所 身近な学校施設の有効活用と公共施設を併用することで移動負担を軽減。

説明会でいただいた質問を紹介します! ※抜粋

Q 指導側に対しての対価は考えているのか。

A 市教育委員会が認定する認定クラブ制度の導入を予定しており、北海道の基準に合わせた報酬を支払う
ことを予定しています。

Q 休日は地域クラブ活動となった際は大会引率や運営も教員はやらないという考えでよいか。

A 学校部活動として大会参加となる場合、引率教員は必要になると考えています。
大会運営については実施主体により、異なってくると考えます。

Q やりたい部活が学校に無ければ、別の中学校に行かなければいけないのか。

A 現在は拠点校方式があるので部活動のみ他校で参加することができます。

Q どの学校が拠点校になっているのかは、どのように調べればよいのか。

A 年度によって変わるため、わかりやすいように周知していきます。

Q 地域展開する活動には文化系もあるのか。

A 文化系の活動も検討しています。

発行・お問い合わせ

稚内市教育委員会 学校教育課／0162-23-6519／gakkou@city.wakkanai.lg.jp
社会教育課／0162-23-6521／syakyou@city.wakkanai.lg.jp

◆次号では「各校における部活動の状況」をお伝えします◆

学校部活動の地域展開は、学校主体の活動から地域主体の活動への移行に伴い、従来の部活動の代替や保
証を目的とするものではなく、学校教育活動とも切り分けて実施するものです。地域が主体となって子どもたちの
活動を支える新たな基盤づくりとして進めてまいりますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。
また、学校部活動の地域展開に関する「Q&A」については、市ホームページでの公開に向けて現在準備を進め
ております。公開時期等につきましては、部活動地域展開通信「CHALLENGE」等でお知らせいたします。

学校部活動の地域展開について理解を深めていただくため、令和７年
度時点で小学５年生から中学２年生までのお子さんを持つ保護者を対象
に、市内３地区で計３回説明会を開催しました。
説明会では、市で定めた方針をもとに、国の動きや、教員数・生徒数

の変化といった部活動を取り巻く現状についてお伝えするとともに、
これから本市が目指していく姿について説明しました。
また、後半の質疑では、活動の進め方や今後の見通しなどについて、

さまざまなご質問やご意見をいただきました。
ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。


